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田中耕治 ・西岡加名恵 『総合学習 とポー トフォリオ評価法』
(日 本標 準 、1999年12月1日 発 行 、126ペ ー ジ、2100円)
荒 木 寿 友
先 日の ドラマにおいて生徒 と教師の次のようなやりとりがあった。「先生、理科の レポー トで
通知表をつけるのはやめてください。どうして○○さんのほうが私より評価が低いのですか?一
緒にレポー トをしたのに…。私 と○○さんとの関係はもう終わ りです。試験を して下さい。」「あ
なたのほうが科学的な考察ができていたから4を っけたんだけど…。テス トをする気はないわ。」
(『中学生 日記』、2000年 、2月6日 放送)と いうように、教育現場では評価に対する生徒の不安、
教師の困惑が見受けられる。そもそも評価 とは何のために行 うのか?ま して生徒に評価を任せる
自己評価にはどのような意義があるのか?総 合学習において評価はいかに展開するのがよいのか?
という問題に対 して、ポー トフォリオ評価法を携えて真っ向から立ち向かうのが 『総合学習とポー
トフォリオ評価法』である。
本書でキーワードとなっているのは、「総合学習」、「評価」、そ して 「ポー トフォリオ」である。
まずはこの3っ のキーワードを押さえることで、本書の枠組を捉えていきたい。




















であり、「教師は子 どもの学習の結果だけでなく過程を、いろいろな側面か ら深 く理解 し評価す
ることができる」のである。ここに、「表現を基礎にした評価」における外的評価 と内的評価の
内在的な結合がみ られる。
第三章 「ポー トフォリオ評価法とは何か」(西岡加名恵)で は、ポー トフォ リオ評価法の基本
的な考え方が丁寧に展開されている。西岡氏はポー トフォリオ評価法の原則(子 どもの作品を系
統的に集めることや、記録の仕方等)、評価基準、指導と評価のあり方に論述を行 って いる。 こ
れらを踏まえて、総合学習においてポートフォリオ評価法をどのように用いるかにっいて論 じて
いるのが、第四章 「総合学習でポー トフォリオを使 ってみよう!」(西 岡加名恵)で ある。 とり
わけこの章ではさまざまな実践校の事例を取り入れ、総合学習で子どもが身につける 「力」(対
象を リアルに見る力や、活動を計画する力など)に っいて解説 している。














的な結合」を行うことによって、真の学力保障が実現できると論 じていた。続 く 『学力評価論の
新たな地平』(1999年)で は、「内在的な結合」を具現する評価法の一っとして 「表現を碁礎に し
た評価法」の重要性を説いている。このようにしてみると、本書の位置づけは必然的に以下のよ
うにまとめられよう。っまり、「到達度評価と個人内評価の内在的な結合」 というテーマに対 し
て提起された 「表現を基礎にした評価」の具体的ス トラテジーを示 したのが、ポートフォリオ評
































教育方法学における今 日的課題である 「学び」と 「教え」の結合を見出すことに、本書は成功 し
ているのではないだろうか。
最後になったが、本書のサブタイ トルには 「入門編」と示 してある。今後 「応用編」へと続い
て、私たちに新たなる示唆を与えて くれることを願 う。
(京都大学大学院教育学研究科 修土課程2年)
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